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六
月
定
例
会
は
六
月
十
四

日
か
ら
六
月
二
十
三
日
ま
で

の
十
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
期
定
例
会
で
は
、
報
告

一
件
、
事
件
案
件
三
件
、
条

例
改
正
二
件
、
補
正
予
算
二

件
、
選
挙
一
件
、
請
願
一
件
、

意
見
書
一
件
を
審
議
し
、
す

べ
て
の
案
件
は
、
可
決
等
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

は
六
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　
一
般
質
問
は
、
六
人
の
議

員
が
行
い
、
市
当
局
の
現
状

方
針
等
考
え
方
を
た
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
二
～
四
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。

六
月
議
会
か
ら
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業
は
、
支
給
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
課
題
は
、
待

機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
原

因
は
、
保
育
士
不
足
に
あ
り
、

保
育
士
確
保
策
の
支
給
実
績

が
少
な
い
状
況
か
ら
、
制
度

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

国
の
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業

に
お
い
て
、
賃
上
げ
効
果
が

継
続
さ
れ
る
取
組
み
を
行
う

こ
と
を
前
提
に
、
収
入
を
引

き
上
げ
る
措
置
を
市
立
保

育
所
保
育
士
に
お
い
て
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
市
立
保
育

所
を
運
営
す
る
事
業
団
か
ら

の
賃
金
改
善
計
画
書
に
お
い

て
、
処
遇
改
善
手
当
と
し
て

支
給
さ
れ
る
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
お
り
、
給
与
面
の
確

実
な
処
遇
改
善
が
図
ら
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
相
生
市
の
保
育
所
の

待
機
児
童
の
推
移
、
幼

稚
園
の
就
園
率
の
推
移
に
つ

い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

入
浴
券
掲
載
、
物
販
部
門
で
、

殻
付
き
カ
キ
の
品
質
向
上
、

飲
食
分
門
で
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
特

別
企
画
に
合
わ
せ
、
温
泉
部

門
と
ま
ね
き
食
品
合
同
で
会

員
対
象
の
優
待
割
引
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　
市
立
保
育
所
の
運
営

に
つ
い
て
、
保
育
士
確

保
策
の
現
状
と
課
題
、
保
育

士
の
処
遇
改
善
等
そ
れ
ぞ
れ

お
伺
い
し
ま
す
。

　
保
育
士
確
保
策
と
し

て
、
保
育
士
等
就
業
支

援
一
時
金
事
業
及
び
保
育
士

宿
舎
借
上
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
実
績
と
し

て
就
業
支
援
一
時
金
事
業
が

令
和
二
年
度
四
人
四
十
万

円
、
三
年
度
三
人
三
十
万
円

を
支
給
。
宿
舎
借
上
支
援
事

い
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

施
設
の
複
合
化
し
た
場

合
、
職
員
が
充
実
す
る
こ
と

で
待
機
児
童
の
解
消
に
繋
が

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
効
率
よ
く
保
育
士
の

配
置
が
で
き
る
の
で
、

解
消
に
は
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
園
舎
建
設
に
つ
い

て
現
時
点
で
の
考
え
を

お
聞
き
す
る
。

　
現
地
建
替
え
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

敷
地
面
積
が
確
保
で
き
る
市

有
地
で
、
送
迎
時
の
利
便
性

や
安
全
性
、
地
域
性
な
ど
を

考
慮
し
た
土
地
を
候
補
地
と

し
ま
す
。

　
統
合
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
方

針
や
市
立
保
育
所
等
適
正
配

置
検
討
委
員
会
で
の
検
討
内

容
な
ど
も
踏
ま
え
、
施
設
の

集
約
化
・
複
合
化
な
ど
を
含

め
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
建
替
え
と
幼
保
一
元
化
の

関
連
性
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
社
会
潮
流
や
未
就
学
児
童

数
の
推
移
、
保
護
者
ニ
ー
ズ
、

施
設
建
築
費
の
財
源
確
保
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
縮
減
等

の
観
点
か
ら
も
、
相
生
保
育

所
、
矢
野
川
保
育
所
の
み
に

　
平
成
三
十
年
度
は
、

待
機
児
童
な
し
。
令
和

元
年
度
は
、
ゼ
ロ
歳
児
が
三

人
、
令
和
二
年
度
は
二
歳
児

が
五
人
、
令
和
三
年
度
は
ゼ

ロ
歳
児
が
四
人
、
三
歳
児
が

二
人
、
五
歳
児
が
一
人
の
合

計
七
人
、
令
和
四
年
度
で
は

一
歳
児
が
五
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
立
幼
稚
園
の
就
園
率

の
推
移
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
四
年
度
六
十
二
・
五
％
、

そ
の
後
、
共
働
き
世
帯
の
増

加
に
よ
る
保
育
需
要
の
高
ま

り
や
令
和
元
年
十
月
か
ら
の

国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
よ
り
、
令
和
二
年
度

は
四
十
八
・
四
％
、
令
和
四

年
度
現
在
は
四
十
二
・
〇
％

と
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
所
に
入
所
で
き

ず
に
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
る
園
児
は
待
機
児
童
の
数

に
上
が
っ
て
こ
な
い
が
、
ど

れ
ぐ
ら
い
お
ら
れ
る
の
か
。

　
令
和
四
年
四
月
一
日

現
在
で
、
保
留
児
童
は
、

二
十
一
人
。
内
訳
は
、
ゼ
ロ

歳
児
が
三
人
、
一
歳
児
が
七

人
、
二
歳
児
が
五
人
、
三
歳

児
が
二
人
、
四
歳
児
が
四
人

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

三
歳
児
二
人
と
四
歳
児
四
名

に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
以

降
、
幼
稚
園
に
入
園
さ
れ
て

　
昨
年
度
、
市
は
株
式

会
社
あ
い
お
い
ア
ク
ア

ポ
リ
ス
に
、
地
域
創
生
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
の
向
上
を

図
る
た
め
、
一
億
円
の
補
助

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
債
務
超
過

の
解
消
と
当
面
の
運
転
資

金
、
物
販
・
温
泉
コ
ー
ナ
ー

の
改
修
経
費
と
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
、

ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
さ

れ
、
結
果
は
ど
う
な
っ
た
の

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
の
決
算

状
況
は
、
前
年
度
に
比

べ
入
場
者
数
は
同
程
度
で
あ

る
も
の
の
、
売
上
高
は
若
干

増
加
、
経
常
収
支
も
赤
字
で

は
あ
る
も
の
の
改
善
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
経
営
改
善
事
項

は
、
温
泉
部
門
で
、
料
金
・

割
引
体
系
の
整
理
、
京
阪
神

地
区
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
に
割
引

（
六
月
議
会
）

一�

般��

質�

問�
答 問

答

答

答

答

　就学前の子ども
　の教育・保育に
　ついて

中
な か の

野　有
くにひこ

彦

問

問

問

問

問

①株式会社あいお
　いアクアポリス
　への支援とその
　結果について
②市立保育所の運
　営等について

岩
いわさき

崎　修
おさむ

　 

答

道の駅　あいおい白龍城
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と
ど
ま
ら
ず
、
公
立
幼
稚
園

も
含
め
た
認
定
こ
ど
も
園
の

新
設
が
将
来
を
見
越
し
た
本

市
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

相
生
市
公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

検
討
委
員
会
で
市
の
方
針
等

を
定
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の

行
事
は
中
止
や
縮
小
が

続
き
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
県
民
交
流
広
場
の

現
況
を
伺
い
ま
す
。

　
市
内
八
カ
所
で
事
業

実
施
さ
れ
、
各
地
域
と

も
祭
り
行
事
や
清
掃
活
動
な

ど
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、

等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
国
・
県
事
業
の
活
用

な
ど
を
含
め
、
地
域
の
活
性

化
に
向
け
た
支
援
方
策
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
調
査
・
研
究
と
の
こ

と
で
す
が
、
市
単
独
で

の
事
業
に
つ
い
て
の
考
え

方
、
そ
の
実
施
時
期
等
、
目

安
あ
る
い
は
目
標
を
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代

の
活
動
の
あ
り
方
と
い
う
の

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
各
地

域
の
状
況
把
握
を
年
度
内
に

は
一
度
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ど
の
よ
う
な
状
況
か
と
い
う

こ
と
を
把
握
し
た
上
で
、
ど

う
い
う
支
援
が
で
き
る
の
か

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
正
規
職
員
数
及
び
人

件
費
の
推
移
と
、
そ
の

要
因
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
は

二
百
六
十
五
人
（
平
成

二
十
五
年
に
消
防
事
務
が

人
で
、
令
和
二
年
度
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
に
移
行

し
、
三
百
四
十
人
で
す
。

　
非
正
規
の
人
件
費
は
、
平

成
二
十
二
年
度
は
二
・
四
億

円
、平
成
二
十
七
年
度
は
三
・

Ｏ
億
円
、
令
和
二
年
度
は
、

四
・一
億
円
で
す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平

成
二
十
七
年
度
で
五
十
人
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
定
住
促

進
施
策
の
実
施
、
預
か
り
保

育
指
導
員
、
児
童
保
育
指
導

員
、
給
食
配
膳
員
等
の
職
員

の
増
員
が
主
な
要
因
で
、
約

六
千
三
百
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、

令
和
二
年
度
で
は
七
十
六
人

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
教
育
・

子
育
て
支
援
施
策
等
の
実
施

に
よ
る
職
員
数
の
増
加
に
加

え
て
、
令
和
二
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
会
計
年
度
職
員
制
度

の
実
施
に
伴
い
、
制
度
導
入

前
は
、
非
常
勤
特
別
職
と
位

置
づ
け
て
い
た
公
民
館
長
等

の
職
種
も
、
会
計
年
度
職
員

と
な
り
二
十
五
人
増
加
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、昇
給
制
度
の
導
入
、

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
増

加
、
退
職
手
当
の
支
給
等
、

大
幅
な
処
遇
改
善
が
な
さ
れ

約
五
千
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

西
は
り
ま
消
防
組
合
に
移

管
さ
れ
た
た
め
、
消
防
職

員
数
を
除
く
）
平
成
二
十
七

年
度
二
百
六
十
三
人
、
令

和
二
年
度
二
百
七
十
五
人
。

人
件
費
は
、
平
成
二
十
二

年
度
十
九
・
七
億
円
（
百
万

以
下
は
四
捨
五
入
）、
平
成

二
十
七
年
度
十
八
・
三
億
円
、

令
和
二
年
度
十
八
・
七
億
円

で
す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平

成
二
十
七
年
度
で
は
人
件
費

が
一・
四
億
円
減
少
し
て
ま
す

が
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

大
き
な
給
与
制
度
の
見
直
し

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

令
和
二
年
度
で
十
人
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
今

ま
で
非
正
規
で
あ
っ
た
小
中

学
校
の
用
務
員
の
正
規
職
員

化
、
市
民
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室
を
開
設
し
た

こ
と
に
伴
う
職
員
数
の
増

加
で
、
人
件
費
は
十
人
分
で

約
五
千
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
非
正
規
職
員
数
及
び

人
件
費
の
推
移
と
、
そ

の
要
因
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。　

平
成
二
十
二
年
度
は
、

臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
職

員
で
二
百
十
四
人
、
平
成

二
十
七
年
度
は
二
百
六
十
四

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
難
し

く
、
施
設
の
維
持
経
費
、
活

用
に
苦
慮
し
て
い
る
と
の
相

談
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
相
談
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

回
答
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
事
業
の
細
か
い
所
を

伺
い
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
活
動
助
成
に
係
る
支
援
メ

ニ
ュ
ー
等
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
の
地
域
活
性
化

支
援
の
あ
り
方
を
伺
い

ま
す
。　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
地
域
団
体
の
活
動
に
向

け
た
新
た
な
組
織
づ
く
り
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
係
る
支
援

問

問

答

答

問問 答

問

答 問

答
　地域活性化支援
　について

土
ど い

井　本
もとこ

子

　人材確保につい
　て

楠
くすだ

田　道
みちお

雄

答

地域活性化事業
（令和元年度わかさの町民夏祭り）
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実
態
調
査
等
対
策
に

つ
い
て
、
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
は
高
い
教
育
的
配

慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
子
ど
も
に
自
覚
が
な
い

場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
小

中
学
校
に
お
い
て
は
一
斉
に

調
査
す
る
方
法
で
は
な
く
、

厚
生
労
働
省
に
よ
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
内
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
を
教
職
員
が
活
用
し

早
期
発
見
に
取
組
む
よ
う
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

　
対
策
の
主
た
る
機
関

や
部
署
に
つ
い
て
、
お

伺
い
し
ま
す
。

　
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
を
所
管
す
る
子

育
て
元
気
課
が
主
た
る
部
署

と
な
り
ま
す
が
、
教
育
等
各

分
野
の
担
当
部
署
や
、
関
係

機
関
と
地
域
が
連
携
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

周
知
徹
底
に
つ
い
て
、

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
広
報
あ
い

お
い
四
月
一
日
号
の
折
り
込

み
に
て
全
戸
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
な
転
入
者

に
は
転
入
手
続
き
の
際
に
窓

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
近
隣
地
域
か
ら
の
懸

念
・
要
望
と
し
て
多
か
っ

た
の
は
公
害
対
策
と
、
国
道

二
五
〇
号
の
交
通
量
増
大
に

対
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
道
路
を
管
理
す
る

県
に
対
し
て
、
見
通
し
が
悪

い
部
分
の
視
距
改
良
工
事
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
申
し

入
れ
て
お
り
、
併
せ
て
山
裾

等
か
ら
路
肩
に
は
み
出
す
雑

木
・
雑
草
の
剪
定
の
頻
度
も

上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要

望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民

間
事
業
者
に
お
い
て
も
周
辺

道
路
管
理
を
行
う
よ
う
協
議

を
し
て
い
ま
す
。

　
周
辺
環
境
整
備
は
、
基
本

的
に
民
間
事
業
者
で
対
応
し

ま
す
が
、
不
法
投
棄
や
公
害

監
視
等
の
対
応
は
市
が
行
い

ま
す
。
今
後
も
、
地
域
と
市

と
民
間
事
業
者
の
三
者
で
話

し
合
う
場
を
設
け
、
地
元
住

民
の
理
解
の
も
と
必
要
な
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
整
備
に
際
し
て
、
市

の
負
担
・
リ
ス
ク
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
ま
ず
、
役
割
分
担
と

し
て
、
施
設
整
備
と
管

理
運
営
を
民
間
事
業
者
の
企

業
体
で
あ
る
特
定
目
的
会
社

　
建
設
予
定
地
（
下

水
管
理
セ
ン
タ
ー
残
余

地
）
に
お
け
る
調
査
結
果
等

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
測
量
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
土
地
の
形
状
が

施
設
の
設
置
に
支
障
が
な
い

か
、
ご
み
の
搬
入
出
の
動
線

に
無
理
は
な
い
か
等
検
討

し
、
問
題
な
い
と
判
断
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
地
盤
調
査
と
し
て
、

地
盤
の
強
度
、
安
定
性
等
を

検
討
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
沈
下
や
液

状
化
の
懸
念
は
少
な
い
と
言

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
地
歴
調
査
に
つ
い

て
は
、
下
水
道
施
設
設
置
場

所
以
外
は
使
用
履
歴
が
な

く
、
不
法
投
棄
等
の
実
例
も

な
い
た
め
、
有
害
物
質
に
お

け
る
汚
染
の
事
実
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
総
合
的

に
考
え
、
施
設
整
備
地
と
し

て
適
地
で
あ
り
、
整
備
可
能

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
周
辺
環
境
の
整
備
状

況
と
今
後
の
対
応
方
針

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
Ａ
一
判
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
各
単
位
自
治
会
に

配
布
し
、
各
地
区
の
集
会
所

等
へ
の
掲
示
を
お
願
い
す
る

と
共
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
様
々

な
方
法
に
よ
り
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
活
用
に
つ
い
て
、
各

自
治
会
単
位
の
説
明
会

等
行
っ
た
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

　
各
自
主
防
災
組
織
で

行
わ
れ
る
図
上
訓
練
等

に
お
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
使
用
し
た
危
険
箇
所
の

確
認
等
を
各
組
織
の
要
望
に

応
じ
て
実
施
し
て
お
り
、
過

去
三
年
間
で
七
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
か
ど

出
前
講
座
に
お
い
て
も
本
年

四
月
以
降
、
説
明
会
を
二
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
様
々
な
機
会
を
捉

え
て
活
用
を
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
行
い
、
そ
の
運
営
状
況
等

を
本
市
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
金
銭
的
負
担
に

つ
い
て
は
特
定
目
的
会
社
に

出
資
し
、
会
社
の
経
営
に
一

部
参
加
し
意
見
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ス
ク

に
対
応
す
る
た
め
の
担
当
部

署
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
さ
ら
な
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
な
れ
ば
、
相
応
の

対
応
を
要
望
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

相
生
市
の
現
況
に
つ
い

て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　
相
生
市
に
お
い
て

は
、
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
が
教
育
委
員

会
や
介
護
施
設
等
の
関
係
機

関
と
情
報
共
有
を
行
い
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
し
き

ケ
ー
ス
の
発
見
・
把
握
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

現
時
点
で
は
把
握
し
て
い
る

世
帯
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

問 答

問

問

答

答

答

答

問

答

答

問
①ヤングケアラー
　について
②防災について

渡
わたなべ

邊　慎
しんじ

治

問
　（仮称）地域エネ
　ルギーセンター
　整備について

大
おおかわ

川　孝
たかゆき

之

答 問

相生市ハザードマップ



－ 5 －

相生市議会だより

　　【賛成　○　反対　× 】

議案等番号 議案等の名称
議決

結果

田
中
　
政
幸

森
下
　
髙
明

中
野
　
有
彦

宮
艸
　
真
木

土
井
　
本
子

田
中
　
秀
樹

前
川
　
郁
典

後
田
　
正
信

渡
邊
　
慎
治

岩
崎
　
　
修

楠
田
　
道
雄

三
浦
　
隆
利

大
川
　
孝
之

角
石
　
茂
美

6

月

定

例

会

報告第12号 令和４年度相生市一般会計補正予算につい
て処分の件報告 承認 ○ ○ ○

議
長
の
た
め
、
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第27号 旧相生市民会館解体撤去外工事請負契約の
変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第28号 市有財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第29号 市道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第30号 相生市税条例等の一部を改正する条例の制
定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第31号
相生市地方活力向上地域における固定資産
税の不均一課税に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第32号 令和４年度相生市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第33号 令和４年度相生市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号

少人数学級推進などの定数改善と義務教育
費国庫負担率２分の１復元をはかるため
の、２０２３年度政府予算に係る意見書採
択の請願についての請願書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 見 書 案
第 １ 号

少人数学級推進などの定数改善と義務教育
費国庫負担率２分の１復元をはかるため
の、２０２３年度政府予算に係る意見書の
提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年第 3 回（6 月）定例会の議決結果議員別の賛否

【議員名は議席順です 】

民
生
建
設
常
任
委
員
会

 

（
五
月
二
十
六
日  

開
催
）

委
員
会
の
審
査
か
ら

　政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に資するために、必要な経費の一部として、会派（所属議員が１人の
場合を含む。）に対し議員１人あたり月額１万２千円が交付されるものです。

令和３年度政務活動費執行状況　（令和３年４月分～令和４年３月分）

会派名等 会派人数等 交付額 支出額 残額（返還額）

輝相会 ８名 １, １５２，０００円 ２７０，７９７円 ８８１，２０３円

公明党 ２名 ２８８，０００円 ０円 ２８８，０００円

緑風クラブ ２名 ２８８，０００円 ３５，５７８円 ２５２，４２２円

無会派（岩崎 　　修） １名 １４４，０００円 ２０，８５３円 １２３，１４７円

無会派（田中 　政幸） １名 １４４，０００円 ０円 １４４，０００円
※詳しくは、市議会ホームページ（ http://www.city.aioi.lg.jp/site/gikai/ ）でご覧いただけます。

「
空
家
等
対
策
に
つ
い
て
」

　
危
険
空
家
対
策
に
つ

い
て
、
他
の
自
治
体
で

は
様
々
な
取
組
み
が
さ
れ
て

い
る
が
、
税
金
を
高
く
す
る
、

迷
惑
料
を
取
る
こ
と
な
ど
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
危
険
空
家
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
等
へ
の
働

き
か
け
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
迷

惑
料
等
を
設
け
る
の
は
難

し
い
面
が
あ
り
、
所
有
者

と
話
し
合
う
中
で
し
っ
か
り

説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
に
つ
い
て
、
相
談
が

あ
っ
た
物
件
だ
け
を
登
録

す
る
の
で
は
な
く
、
幅
広
く

登
録
し
て
い
く
た
め
の
施
策

は
考
え
な
い
の
か
。

　
現
在
、
空
き
家
バ
ン

ク
は
相
談
が
あ
っ
た

物
件
が
流
通
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
地

域
住
民
か
ら
空
家
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
所
有
者

の
方
と
話
す
中
で
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
っ
て
い
る
。

問答問答
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◇
令
和
四
年
度
相
生
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
処
分
の
件
報
告

・ 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
等
に
関
す
る
予
算

の
報
告
を
承
認
し
ま
し
た
。

◇
旧
相
生
市
民
会
館
解
体
撤

　
去
外
工
事
請
負
契
約
の
変

　
更
に
つ
い
て

・ 

設
計
変
更
に
伴
い
請
負
契

約
金
額
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。
　

◇
市
有
財
産
の
取
得
に
つ
い

　
て

・ 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
一

台
購
入
す
る
も
の
で
す
。

◇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

　
て

・ 
菅
原
町
砂
防
施
設
管
理
用

道
路
を
市
道
認
定
す
る
も
の

で
す
。

◇
相
生
市
税
条
例
等
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て

・ 

関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
関
係
等
に
つ
い

て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
相
生
市
地
方
活
力
向
上
地

　
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

　
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
」

　
四
回
目
接
種
に
つ
い

て
、
基
礎
疾
患
を
持
つ

方
へ
の
接
種
券
は
、
直
接
、

市
か
ら
発
送
さ
れ
る
の
か
。

　
優
先
予
約
を
行
い
接

種
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
六
十
歳
以
上
の
方
と
同

様
に
四
回
目
接
種
の
順
が
到

来
次
第
、
市
か
ら
接
種
券
や

ご
案
内
を
送
付
す
る
予
定
で

あ
る
。
し
か
し
、
優
先
予
約

以
外
の
期
間
に
予
約
し
た
方

は
、
把
握
が
出
来
な
い
た
め
、

市
へ
の
申
告
に
基
づ
き
、
随

時
接
種
券
等
を
発
行
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

「
防
災
に
つ
い
て
」

　
要
配
慮
者
利
用
施
設

に
お
け
る
避
難
確
保
計

画
策
定
に
つ
い
て
、
説
明
会

は
い
つ
頃
か
ら
行
い
、
計
画

は
い
つ
ま
で
に
作
成
す
る
の

か
。
ま
た
、
訓
練
の
実
施
の

有
無
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

　
説
明
会
を
で
き
る
だ

け
早
期
に
開
催
で
き
る

よ
う
今
後
調
整
を
行
い
、
今

年
度
中
の
計
画
策
定
を
お
願

　◇
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の

定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
率
二
分
の
一

復
元
を
は
か
る
た
め
の
、

二
〇
二
三
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
の
請

願
に
つ
い
て
の
請
願
書

　
六
月
議
会
で
次
の
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
直
ち
に
関
係

機
関
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の

定
数
改
善
と
義
務
教
育 

費
国
庫
負
担
率
二
分
の
一

復
元
を
は
か
る
た
め
の
、

二
〇
二
三
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書

い
す
る
。
ま
た
、
訓
練
に
つ

い
て
は
各
施
設
か
ら
提
出
さ

れ
る
報
告
書
に
よ
り
、
そ
の

内
容
の
確
認
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

「
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
つ
い
て
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
中
心
と

な
っ
て
協
議
や
方
向
付
け
し

た
情
報
モ
ラ
ル
等
の
教
育
内

容
は
、
学
校
現
場
で
ど
の
よ

う
に
共
有
し
て
い
る
の
か
。

　
令
和
三
年
度
は
三
回

開
催
し
、
市
内
の
共
通

し
た
教
育
内
容
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
お
り
、
協
議
決
定

し
た
内
容
は
、
校
長
会
で
周

知
し
、
各
校
で
伝
達
研
修
を

行
い
共
有
し
て
い
る
。

　
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
の

デ
ー
タ
管
理
の
ル
ー
ル

や
、
デ
ー
タ
の
保
存
年
数
、

対
応
で
き
る
デ
ー
タ
容
量
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
の

貸
与
の
期
間
は
、
小
学

生
は
六
年
間
、
中
学
生
は
三

年
間
、
デ
ー
タ
は
卒
業
時
に

削
除
し
て
い
く
。
ク
ラ
ウ
ド

に
あ
る
デ
ー
タ
は
、
五
年
間

保
存
を
基
本
と
し
て
お
り
、

容
量
制
限
は
な
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
五
月
二
十
七
日  

開
催
）

議会活動状況

●相生市議会だよりは再生紙を使用しています。

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・ 

固
定
資
産
税
の
不
均
一
課

税
の
適
用
期
限
に
つ
い
て
、

二
年
間
延
長
等
す
る
も
の
で

す
。

◇
令
和
四
年
度
相
生
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算(

第
二
号
）

◇
令
和
四
年
度
相
生
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算(

第
三
号
）

・ 

補
正
の
主
な
も
の
は
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特

別
給
付
金
給
付
事
業
等
に
つ

い
て
補
正
を
行
う
も
の
で

す
。

◇
安
室
ダ
ム
水
道
用
水
供
給

　
企
業
団
議
会
議
員
の
選
挙

　
に
つ
い
て

・ 

角か
く
い
し石

茂し
げ
み美

、
宮み

や
く
さ艸

真ま

き木

　
各
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

５／24 全国市議会議長会 理事会(東京都）
25 全国市議会議長会 総会   (東京都）
26 民生建設常任委員会
27 総務文教常任委員会

６／ 1 議会報第145号発行
 6 議会運営委員会
13 会派代表者会議
14 本会議 開会

 会派代表者会議
15 議会運営委員会

 本会議 再開
16 民生建設常任委員会
17 総務文教常任委員会
23 本会議 閉会

 議会報編集委員会
 議会報告会検討委員会
７／15 議会報編集委員会
 議会報告会検討委員会

【
選
　
　
挙
】

【
採
　
　
択
】

意

　見

　書

請
願
の
審
査
結
果

【
事
件
案
件
】

【
予
　
　
算
】

六
月
議
会
で

　
　決
ま
っ
た
こ
と

【
条
　
　
例
】

問答問答

問答問答

【
報
　
　
告
】


